
キリスト伝 

 第四ガリラヤ伝道 ② 

マタイの福音書 16:13～21 

主題：―主イエスこそ、神の救い主と告白する―             2022/1/ 19 (水曜日) 

目標：―主イエスをキリストと告白する信仰を生きる土台とする ―  
 
     

 
 

主イエスはガリラヤにおける最後の時期を、特別に 

弟子たちを育てるために用いられた。 

パリサイ人や律法学者から離れるため、外国である 

ツロ･シドンに行かれたかと思うと、直ぐにデカポ 

リス地方に戻られ、七つのパンで四千人以上の群衆 

を満腹にさせ、ガリラヤ湖周辺で非常に多くの人々 

を癒された。毎日､次々と奇跡が起きるのを見てい 

た弟子たちは、将来を思い、ワクワクしていた。 

しかし主イエスが見ておられたのは、天の御国の門 

を開くための十字架と復活であり、その後の弟子た 

ちによる世界宣教。弱い彼らが主イエスを信じる信仰による救いの道を広めることであった｡ 

こうして弟子たちを教えられる中で、主イエスは､｢あなたはわたしをだれだと言いますか？｣

と質問された。この質問は今の私たちにも問いかけられている。ペテロは「生ける神の子キリ

ストです！」と答えた。神である。預言者や賢人などの人ではない、救い主であると答えた。 

私たちは主イエスを神であり、救い主と信じ、心の中心にお迎えしているだろうか｡ 
             
【 聖書の学び 】 
 
Ⅰ、主イエスの質問（マイ 16:13～14 p33） 

 

１、主イエスはここで、どのような質問を弟子たちにされましたか？ 
（V13） 

 

２、弟子たちは何と答えましたか？（V14） 

 
 

３、再度、｢あなたがたは、わたしをだれだと言いますか？｣という、

主イエスの質問に、ペテロは何と答えましたか？（V16） 

 

４、キリストとはどのような意味があるのでしょうか？ 

 ①キリスト･･･人類を罪から救う解放者。旧約聖書で預言され、神の救いのわざを 

(救い主)     完成される方。 父なる神と子としての特別な関係にある方。 

             

 ②当時のユダヤ人･･･ローマの圧政からの政治的解放者として待ち望んでいた。 

｢ペテロの信仰告白｣ 
   

ピリポ･カイサリヤ＝ローマ皇帝カイザルの像があり、皇帝 

           を神とする偶像礼拝がされていた。 

 
 
 

・シドン            ヘルモン山 

・ツロ                 
フェニキヤ地方                 ・ピリポ                

カイザリヤ 

 

          ガリラヤ地方 
 
        カペナウム◎       ・ベッサイダ 

          ･     
マグダラ・       ･ゲラサ 

（マガダン） 

 
デカポリス 地方 

 

   
 



 Ⅱ、信仰により与えられる主イエスの恵み  （マタイ 16：17～20） 
       

１、このペテロの答えに、主イエスはペテロではなく､どなたが答え 
させて下さったと言われたのでしょうか？       （v17） 

     

2、Ⅰコリント 12章 3節(p344) から、信仰はどなたによって与えられ 

ているのか確認しましょう。 

 

 

３、この信仰を持つ者に対しての、恵みは何でしょうか。（v18） 
 

①シモン(小石) →→→ ペテロ（大岩） 

 

②この岩（信仰）の上に、わたし（主イエス）の教会を建てます。 

 

③この(信仰）には、よみ(地獄)の門も打ち勝てない。(死を破り、主と共に復活する) 

 

Ⅲ、主イエスの約束  （マタイ 16：19～20） 

 

１、主イエスをキリストと信じる者に与えられる特権は何でしょうか｡ 
（v19） 

 

２、この後、この天国の鍵を与えるために、主イエスがなさることは

何なのでしょうか？ （v19） 

 

―  ある人がインド行きの飛行機に乗ったが、突然機体左側のプロペラエンジンから黒煙が立ち 

上がり、徐々に機体は傾き高度が落ちていく。乗客は騒然となった。しかしその状況で一人の 

女性乗務員は終始顔色一つ変えずニコニコ座っていたという。飛行機は不時着し、けが人も出 

なかった。そして彼女のおかげで、乗客はパニックに陥らずにすんだのである。乗客が彼女に 

｢なぜ、あんなに平気でいられるのですか？｣と質問すると、彼女は｢Because I believe in Jesus!｣ 

(なぜなら､私はイエスを信じているから) と答えた。これを聞いていたこの人は､後日クリスチャンに 

なったが、別の大事故に遭遇したとき、その意味が本当によく分かったと言う。 

(ディボーションガイド｢幸いな人｣から抜粋) ―  

 

* ディスカッション （心を開いて互いに話し合ってみましょう） 

Q．今日の学びについて、思うこと、教えられたことを、分かち合いましょう。 


